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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開口部と、
　前記開口部を覆って閉鎖する閉鎖位置と前記開口部を開放する開放位置とに移動する開
閉扉と、
　前記開閉扉を移動させる駆動手段と、
を備えた遊技機において、
　前記開閉扉は、前記閉鎖位置と前記開放位置間をスライド移動可能に構成され、
　前記駆動手段は、電気的に作動する電気的駆動源と、前記電気的駆動源の駆動力を前記
開閉扉に伝達するリンク部材とで構成され、
　前記リンク部材は、前記開閉扉の中心を挟んだ両側に少なくとも接続される両側接続部
を備え、
　前記電気的駆動源が作動すると前記両側接続部が前記開閉扉と共に移動し、
　前記電気的駆動源は、電気的作動によってスライド移動する作動部を備え、前記作動部
のスライド方向と前記開閉扉のスライド方向が直交するように配置され、
　前記リンク部材は、前記作動部のスライドを前記両側接続部の前記閉鎖位置側あるいは
前記開放位置側への移動に変換し、
　前記電気的駆動源は、前記作動部が作動時とは反対側の方向へ付勢されていると共に、
作動によって前記作動部を前記付勢力に抗してスライド移動させ、
　前記リンク部材は、前記電気的駆動源の非作動時に前記開閉扉を前記閉鎖位置に移動さ
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せた状態で保持すると共に、前記電気的駆動源の非作動時に前記開閉扉を前記開放位置へ
移動させる外力が前記開閉扉に加えられた際に前記開閉扉が前記開放位置へ移動するのを
規制する移動規制部を有し、
　前記電気的駆動源は、ソレノイド本体と前記ソレノイド本体から前進後退可能なプラン
ジャとよりなるソレノイドで構成されて前記作動部が前記プランジャからなり、
　前記リンク部材は、前記プランジャに接続されてプランジャのスライド方向と同じ方向
にスライドする第１リンク部材と、前記第１リンク部材に係合して前記第１リンク部材の
スライドに従って回動する第２リンク部材及び第３リンク部材とで構成され、
　前記第２リンク部材と前記第３リンク部材は、前記第１リンク部材のスライド方向に並
んで所定間隔空けて配置され、前記プランジャのスライド方向とは直交する軸部によって
前記軸部の周りに回動可能に軸支されると共に、前記開閉扉と係合する係合部が前記軸部
から離れた位置に設けられ、前記第２リンク部材と前記第３リンク部材の回動によって前
記開閉扉を前記閉鎖位置と前記開放位置とにスライド移動させることを特徴とする遊技機
。
【請求項２】
　前記開口部は遊技球の入球可能な入賞口からなり、
　前記開口部を覆って閉鎖する閉鎖位置は、前記入賞口へ遊技球が入球困難な閉鎖位置で
あり、
　前記開口部を開放する開放位置は、前記閉鎖位置よりも遊技球が入球し易い開放位置で
あることを特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【請求項３】
　前記ソレノイドの非作動時には、前記プランジャが前記ソレノイド本体に対して前進方
向の突出状態に付勢されて前記第１リンク部材を前記プランジャの前進方向に保持するこ
とにより、前記第２及び第３リンク部材を前記開閉扉が前記閉鎖位置となるように保持し
、
　前記ソレノイドの作動時には、前記プランジャが前記ソレノイド本体へ収納される後退
方向にスライド移動し、前記第１リンク部材を前記ソレノイド本体側の方向へ移動させて
前記第２及び第３リンク部材を回動させることにより前記開閉扉を前記開放位置へ移動さ
せ、
　前記第２リンク部材と前記第３リンク部材の少なくとも一方には前記移動規制部が設け
られ、
　前記移動規制部は、前記ソレノイドの非作動時に前記開閉扉に前記開放位置方向へ外力
が加えられた際に、前記第１リンク部材と当接することにより、前記第２リンク部材と前
記第３リンク部材のうち前記移動規制部が設けられているリンク部材の回動を阻止して前
記開閉扉が前記開放位置方向へ移動するのを規制することを特徴とする請求項１又は２に
記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、開閉扉が開口部の閉鎖位置と開放位置の間をスライド移動する遊技機に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ遊技機等においては、開口部を開閉するものとしてスライドする開閉扉を有す
るものが提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－２４７７４６号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、開閉扉をスライド機構にすると、開閉扉がスライドする際にねじれてス
ライド動作をスムーズに行えない場合がある。
　本発明は、上記の点に鑑み、開閉扉をスライドする際にスムーズなスライド動作が可能
な遊技機の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１の発明は、開口部と、前記開口部を覆って閉鎖する閉鎖位置と前記開口部を開
放する開放位置とに移動する開閉扉と、前記開閉扉を移動させる駆動手段と、を備えた遊
技機において、前記開閉扉は、前記閉鎖位置と前記開放位置間をスライド移動可能に構成
され、前記駆動手段は、電気的に作動する電気的駆動源と、前記電気的駆動源の駆動力を
前記開閉扉に伝達するリンク部材とで構成され、前記リンク部材は、前記開閉扉の中心を
挟んだ両側に少なくとも接続される両側接続部を備え、前記電気的駆動源が作動すると前
記両側接続部が前記開閉扉と共に移動し、前記電気的駆動源は、電気的作動によってスラ
イド移動する作動部を備え、前記作動部のスライド方向と前記開閉扉のスライド方向が直
交するように配置され、前記リンク部材は、前記作動部のスライドを前記両側接続部の前
記閉鎖位置側あるいは前記開放位置側への移動に変換し、前記電気的駆動源は、前記作動
部が作動時とは反対側の方向へ付勢されていると共に、作動によって前記作動部を前記付
勢力に抗してスライド移動させ、前記リンク部材は、前記電気的駆動源の非作動時に前記
開閉扉を前記閉鎖位置に移動させた状態で保持すると共に、前記電気的駆動源の非作動時
に前記開閉扉を前記開放位置へ移動させる外力が前記開閉扉に加えられた際に前記開閉扉
が前記開放位置へ移動するのを規制する移動規制部を有し、前記電気的駆動源は、ソレノ
イド本体と前記ソレノイド本体から前進後退可能なプランジャとよりなるソレノイドで構
成されて前記作動部が前記プランジャからなり、前記リンク部材は、前記プランジャに接
続されてプランジャのスライド方向と同じ方向にスライドする第１リンク部材と、前記第
１リンク部材に係合して前記第１リンク部材のスライドに従って回動する第２リンク部材
及び第３リンク部材とで構成され、前記第２リンク部材と前記第３リンク部材は、前記第
１リンク部材のスライド方向に並んで所定間隔空けて配置され、前記プランジャのスライ
ド方向とは直交する軸部によって前記軸部の周りに回動可能に軸支されると共に、前記開
閉扉と係合する係合部が前記軸部から離れた位置に設けられ、前記第２リンク部材と前記
第３リンク部材の回動によって前記開閉扉を前記閉鎖位置と前記開放位置とにスライド移
動させることを特徴とする。
【０００６】
　請求項２の発明は、請求項１において、前記開口部は遊技球の入球可能な入賞口からな
り、前記開口部を覆って閉鎖する閉鎖位置は、前記入賞口へ遊技球が入球困難な閉鎖位置
であり、前記開口部を開放する開放位置は、前記閉鎖位置よりも遊技球が入球し易い開放
位置であることを特徴とする。
【００１１】
　請求項３の発明は、請求項１又は２において、前記ソレノイドの非作動時には、前記プ
ランジャが前記ソレノイド本体に対して前進方向の突出状態に付勢されて前記第１リンク
部材を前記プランジャの前進方向に保持することにより、前記第２及び第３リンク部材を
前記開閉扉が前記閉鎖位置となるように保持し、前記ソレノイドの作動時には、前記プラ
ンジャが前記ソレノイド本体へ収納される後退方向にスライド移動し、前記第１リンク部
材を前記ソレノイド本体側の方向へ移動させて前記第２及び第３リンク部材を回動させる
ことにより前記開閉扉を前記開放位置へ移動させ、前記第２リンク部材と前記第３リンク
部材の少なくとも一方には前記移動規制部が設けられ、前記移動規制部は、前記ソレノイ
ドの非作動時に前記開閉扉に前記開放位置方向へ外力が加えられた際に、前記第１リンク
部材と当接することにより、前記第２リンク部材と前記第３リンク部材のうち前記移動規
制部が設けられているリンク部材の回動を阻止して前記開閉扉が前記開放位置方向へ移動
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するのを規制することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　請求項１の発明によれば、駆動手段が開閉扉の中心の両側に力を加えて開閉扉をスライ
ドさせることが可能となり、開閉扉の一箇所に力を加えて開閉扉をスライドさせるのと比
べて開閉扉のねじれの発生を抑え、開閉扉のスライド動作をスムーズに行うことが可能と
なる。
　請求項１の発明によれば、電気的駆動源の作動部が開閉扉のスライド方向に並んで配置
されることにより配置スペースが大きくなる不具合を防止することが可能になり、開閉動
作の機構部をコンパクトに配置することが可能になる。
　請求項１の発明によれば、開閉扉が正規に開放位置へ移動されない場合に不正によって
開閉扉が開放位置へ移動されることを防止することが可能になる。
　請求項１の発明によれば、作動部材の移動を作動部材の移動方向とは直交する開閉扉の
開閉方向の移動に少ないリンク部材で変換することが可能となる。
【００１３】
　請求項２の発明によれば、入賞口へ遊技球が入球困難な閉鎖位置と閉鎖位置よりも遊技
球が入球し易い開放位置とに開閉扉をスライド移動させる際に、開閉扉の中心の両側に力
を加えて開閉扉をスライドさせることが可能となり、開閉扉の一箇所に力を加えて開閉扉
をスライドさせるのと比べて開閉扉のねじれの発生を抑え、開閉扉のスライド動作をスム
ーズに行うことが可能となり、遊技の興趣を損なうおそれを低減することが可能となる。
【００１７】
　請求項３の発明によれば、不正に開閉扉を開放させるような外力が働いた際に開閉扉が
開放される不正を防止することが可能となり、しかも移動規制部をリンク部材に設けたこ
とで、開閉扉の不正な開放をよりコンパクトな構成で防止することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施例に係る遊技機の正面図である。
【図２】同遊技機の大入賞口の部分の断面図である。
【図３】同遊技機のセンター役物の一部について遊技盤側の面を一部除去して示す部分背
面図である。
【図４】図３の一部を拡大して示す図である。
【図５】同遊技機のセンター役物の一部について遊技盤側の面を一部除去して示す背面側
の斜視図である。
【図６】同遊技機の駆動手段を分解して示す前面側斜視図である。
【図７】同遊技機の駆動手段を分解して示す背面側斜視図である。
【図８】同遊技機の駆動手段を組み合わせた状態を示す斜視図である。
【図９】同遊技機の開閉扉のスライド移動時の作動を示す下面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、添付の図面に基づき本発明の実施形態を説明する。図１に示す遊技機１は、遊技
媒体として遊技球を用いるパチンコ遊技機であって、遊技盤２の縁に外側誘導レール３及
び内側誘導レール４が略円形に配置され、前記外側誘導レール３及び内側誘導レール４に
よって区画された遊技領域６が前記遊技盤２上に設けられている。前記遊技領域６には遊
技球を誘導する誘導釘（図示せず）が遊技盤２の表面に設けられている。また、遊技機１
の前面側には、装飾ランプ等からなるランプ装置３５、発射装置へ供給する遊技球と払い
出された遊技球を受けるための上側球受け皿３６、該上側球受け皿３６の満杯時に遊技球
を受けるための下側球受け皿３７、効果音等を発するスピーカ３８、遊技者の発射操作に
応じて遊技球を前記遊技領域６へ向けて弾発発射するための発射装置５５が設けられてい
る。なお、図１における符号Ｗ１は遊技機の外枠、Ｗ２は外枠Ｗ１に取り付けられた前枠
、Ｇは前記前枠Ｗ２に開閉可能にヒンジで取り付けられたガラス枠である。以下、遊技機
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１の主要な部分について説明する。
【００２０】
　前記遊技領域６には、中心線上の中央部から下部に向かって順に表示装置１０、始動入
賞口４２、アウト口４９が配置されている。前記始動入賞口４２の左側には左袖入賞口５
１、左落とし入賞口５３が配置されている。前記表示装置１０の左上には遊技盤２の表面
から突出して大入賞口６１が設けられ、また前記大入賞口６１の下方には前記表示装置１
０の左側に普通図柄変動開始用ゲート５７、その下方に風車５８が設けられている。前記
始動入賞口４２、大入賞口６１、左袖入賞口５１、左落とし入賞口５３は、遊技領域６内
を流下する遊技球が入賞（入球）可能な複数の入賞装置に相当する。前記の各入賞口（入
賞装置）に遊技球が入賞（入球）すると１入賞球の検出に対して所定個数の賞品球（遊技
球）が遊技者に払い出される。前記１入賞球の検出に対する賞品球（遊技球）の払出個数
は、前記入賞口（入賞装置）毎に設定されている。また、前記遊技盤２の前面における遊
技領域６の外部下方には、普通図柄表示部５０が設けられている。
【００２１】
　前記表示装置１０は、図柄等が表示可能なものであって、液晶，ドットマトリックス若
しくはＬＥＤ表示装置等の画像表示装置からなる。本実施例では、液晶表示器（ＴＦＴ－
ＬＣＤモジュール）で構成されている。
　前記表示装置１０は、当否判定の結果を表示するための識別情報を変動表示可能な表示
手段に相当する。識別情報は、遊技者が識別可能なものであって、本実施例では特別図柄
で構成されている。前記表示装置１０には、左右に並ぶ左特別図柄と中特別図柄と右特別
図柄が、それぞれ変動表示し、所定時間変動表示した後、判定結果に基づき左特別図柄、
中特別図柄、右特別図柄が確定停止特別図柄として停止表示される。また、前記表示装置
１０には、前記特別図柄に加えて背景画像が表示されることもあり、該背景画像が特別図
柄の変動開始等の所定条件に起因して変動表示可能となっていてもよい。
【００２２】
　この実施例において変動および停止表示される左特別図柄、中特別図柄、右特別図柄は
、それぞれ『１，２，３，４，５，６，７，８，９』の９通りの図柄とされている。本実
施例では、遊技の当否判定結果が大当たり（当たり）の場合には、前記表示装置１０に大
当たりの特別図柄組合せ、この例では『１，１，１』（いわゆる‘１’のぞろ目）や『２
，２，２』（いわゆる‘２’のぞろ目）等、同一数字の組合せ）で特別図柄が停止表示さ
れ、遊技者に有利な特典を付与する大当たり遊技（特別遊技）に移行する。遊技者に有利
な特典は、本実施例では、遊技者による遊技球の獲得し易さ増大に設定されている。
【００２３】
　前記普通図柄表示部５０は、記号或いは絵（キャラクター）等の小当たり判定用普通図
柄を変動表示及び停止表示する。本実施例における普通図柄表示部５０に変動及び停止表
示される普通図柄は、『０，１，２，３，４，５，６，７，８，９』の１０種類からなり
、小当たり（普通図柄当たり）の場合には奇数の数字からなる小当たり普通図柄で停止表
示され、一方、小当たり外れ（普通図柄外れ）の場合には偶数の数字からなる小当たり外
れ普通図柄で停止表示される。
【００２４】
　前記始動入賞口４２は、２つの可動片４２ａ，４２ｂが背面の始動入賞口用ソレノイド
によって略垂直で遊技球の入賞（入球）困難な閉状態（通常状態）と略Ｖ字形（逆ハの字
形）の入賞可能な開状態間を変化可能に制御されている。前記始動入賞口４２の可動片４
２ａ，４２ｂ間は入賞（入球）領域に相当する。前記始動入賞口４２の開状態への移行は
、前記普通図柄表示部５０で普通図柄が変動した後、小当たりを示す特定の普通図柄（奇
数の数字）で確定停止表示された時に行われる。
【００２５】
　また、前記遊技盤２の背面には、始動入賞口検出スイッチ（始動入賞口センサ）が入賞
球用通路に設けられており、前記始動入賞口４２への遊技球の入賞（入球）を検出するよ
うに構成されている。本実施例において前記始動入賞口４２への遊技球の入賞（入球）検
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出は、当否判定用乱数値等の取得の起因および前記特別図柄（識別情報）の変動表示開始
の起因とされ、さらには、遊技者にとって有利となる大当たり状態となるか否かを判定す
る当否判定手段の判定を行うための判定条件の成立に設定され、前記判定条件の成立に起
因して当否判定が行われる。
【００２６】
　前記普通図柄変動開始用ゲート５７は、前記遊技盤２の背面に設けられた普通図柄変動
開始スイッチで普通図柄変動開始用ゲート５７を通過する遊技球が検出されることに基づ
いて前記普通図柄表示部５０で普通図柄の変動を開始させるようになっている。さらにま
た、前記左袖入賞口５１と左落とし入賞口５３の入賞球を検出する左袖入賞口用検出スイ
ッチと左落とし入賞口用検出スイッチが、それぞれ対応する遊技盤背面に設けられている
。
【００２７】
　前記大入賞口６１は、本発明における遊技球の入球可能な入賞口に相当し、前記表示装
置１０の周囲を包囲するようにして前記遊技盤２の前面に設けられたセンター役物８１の
上部左側に形成されている。図２に示すように、センター役物８１は、遊技盤２の前面（
表面）に載置されて遊技盤２に固定される遊技盤側の面８２と、前記遊技盤側の面８２よ
りも遊技者側に位置する装飾面８３とを有し、センター役物８１の上部左側における前記
遊技盤側の面８２と前記装飾面８３との間が上向きに開口した開口部とされ、該開口部が
大入賞口６１となっている。前記大入賞口６１は、前記遊技盤側の面８２に開口形成され
た開閉扉用窓部８４を後述の駆動手段によってスライド移動する開閉扉６３により開閉可
能に構成されている。なお、前記センター役物８１における前記遊技盤側の面８２は、前
記大入賞口６１より上方の部分８２ａが遊技盤２への固定部とされ、一方、前記装飾面８
３は、前記大入賞口６１より上方の部分８３ａが大入賞口６１への誘導部となっている。
【００２８】
　前記開閉扉６３は、前記センター役物８１の背面に設けられた後述の駆動手段８５によ
って、前記大入賞口６１の開口方向（本実施例では上方向）に対して直交する方向（本実
施例では遊技盤２の前面と直交する遊技機１の前後方向）へ前進後退スライド可能とされ
、前進スライド移動により前記大入賞口（開口部）６１へ遊技球が入球（入賞）困難な閉
鎖位置（図２における開閉扉６３の鎖線で示す位置）６３ａへ移動し、後退スライド移動
により前記閉鎖位置６３ａよりも遊技球が大入賞口６１へ入球（入賞）し易い開放位置（
図２における開閉扉６３の実線位置）６３ｂに移動する。前記閉鎖位置６３ａでは、前記
開閉扉６３が前記大入賞口６１を覆って（塞いで）大入賞口６１を閉鎖し、一方、開放位
置６３ｂでは前記大入賞口６１を開放し、遊技球の入球を可能にする。前記開閉扉６３は
、前記閉鎖位置６３ａのときに大入賞口６１を覆って（塞いで）大入賞口６１へ遊技球を
入球困難にできる大きさからなり、本実施例では遊技機１の左右に細長い略長方形の板状
体からなる。なお、前記開閉扉６３が閉鎖位置６３ａにあるときに遊技領域を流下してき
て前記開閉扉６３上に至った遊技球は、大入賞口６１に入ることなく開閉扉６３上を転動
して開閉扉６３上の左右から落下し、遊技領域６をさらに流下する。
【００２９】
　図６及び図７に示すように、前記開閉扉６３は、中心（長さ方向の中心であって、長さ
方向両端間の中間位置）６４を挟んだ両側に開閉扉側接続部６５Ａ，６５Ｂが設けられて
いる。前記開閉扉側接続部６５Ａ，６５Ｂは、後述の第２リンク部材１０３及び第３リン
ク部材１１３と接続される部分であり、本実施例では、前記中心６４から等距離位置に形
成された係止孔で構成されている。また、本実施例では、前記開閉扉側接続部６５Ａ，６
５Ｂは、前記開閉扉６３に設けられたスライドガイド部６７Ａ、６７Ｂに形成されている
。前記スライドガイド部６７Ａ、６７Ｂは、前記開閉扉６３の前後スライド移動をスムー
ズに行えるようにするガイド部であり、前記開閉扉６３の下面から突出した突部で構成さ
れている。
【００３０】
　また、前記開閉扉６３は、通常時は閉鎖位置６３ａにあって大入賞口６１を閉鎖し、当
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否判定結果が大当たりの場合に実行される大当たり遊技（特別遊技）時に開放位置６３ｂ
に移動して大入賞口６１を開放する。なお、大当たり遊技では、１５ラウンド（１５回）
大入賞口６１が開放される。また、前記大入賞口６１内には、大入賞口６１に入賞した入
賞球を検出する入賞球数カウントスイッチ（カウントセンサ）が設けられている。
【００３１】
　図３乃至図５には、前記開閉扉６３をスライド移動させる駆動手段８５が前記センター
役物８１の背面に設けられた状態を示す。なお、図３乃至図５は、理解し易いように、前
記センター役物８１における大入賞口６１の上方に位置する遊技盤側の面（図２に示す８
２ａの部分）を削除して示す。また、図６及び図７には前記駆動手段８５を分解した状態
を示す。さらに図８には、前記駆動手段８５の各部材を組み合わせた状態を示す。
【００３２】
　前記駆動手段８５は、電気的に作動する電気的駆動源としてのソレノイド８６と、前記
電気的駆動源（本実施例ではソレノイド）の駆動力を伝達するリンク部材９１とで構成さ
れ、駆動手段収納ケース１４１に収納されて前記センター役物８１の背面に取り付けられ
ている。また、前記駆動手段８５が駆動手段収納ケース１４１に収納された後、前記駆動
手段収納ケース１４１の背面に背面カバー１５１が取り付けられる。
【００３３】
　前記駆動手段収納ケース１４１は、遊技機の前後方向と対応する前後両面が開口した略
長方形の枠状体からなり、上下間にほぼ水平方向に形成された仕切り面１４３の上側が開
閉扉収納部１４２、下側がソレノイド及びリンク部材収納部１４５となっている。
【００３４】
　前記開閉扉収納部１４２は、前記開閉扉６３を前後スライド可能な収納空間で構成され
、前記開閉扉６３の前進スライド移動によって開閉扉６３が開閉扉収納部１４２から突出
して前記大入賞口６１を閉鎖し、後退スライド移動によって前記大入賞口６１を開放する
ように構成されている。また、前記仕切り面１４３の上面には、前記開閉扉６３のスライ
ドガイド部６７Ａ、６７Ｂをスライド可能に収容するスライドガイド溝１４６Ａ、１４６
Ｂが形成されている。さらに、前記スライドガイド溝１４６Ａ、１４６Ｂには、前記駆動
手段収納ケース１４１の背面側からリンク部材９１の開閉扉係止ピン挿入用スリット１４
７Ａ、１４７Ｂが前方へ向けて形成されている。また、前記仕切り面１４３の下面には、
図４に示すように、リンク部材の上側軸部保持部１４４Ａ、１４４Ｂが形成されている。
前記上側軸部保持部１４４Ａ、１４４Ｂは、前記駆動手段収納ケース１４１の背面側が軸
部挿入口として開口し、該開口した挿入口から上側軸部保持部１４４Ａ、１４４Ｂに後述
のリンク部材の軸部を挿入可能なほぼＵ形状の突部で構成されている。
【００３５】
　一方、前記ソレノイド及びリンク部材収納部１４５は、電気的駆動源の作動部のスライ
ド方向と前記開閉扉６３のスライド方向が直交するようにして電気的駆動源が配置される
。本実施例では、前記ソレノイド（電気的駆動源）８６におけるプランジャ（作動部）８
８のスライド方向（図８のＳ１方向）が前記開閉扉６３のスライド方向（図８のＳ２方向
）と直交するように、前記ソレノイド８６及びリンク部材９１が収納される。具体的には
、前記ソレノイド８６が遊技盤２の前面と平行な横向きに収納される。また、前記ソレノ
イド及びリンク部材収納部１４５の底面１４８には、リンク部材の下側軸部保持部１４９
Ａ、１４９Ｂが形成されている。前記下側軸部保持部１４９Ａ、１４９Ｂは、前記駆動手
段収納ケース１４１の背面側が軸部挿入口として開口し、該開口した挿入口から下側軸部
保持部１４９Ａ、１４９Ｂに後述のリンク部材の軸部を挿入可能なほぼＵ形状で構成され
ている。なお、前記上側軸部保持部１４４Ａ、１４４Ｂと下側軸部保持部１４９Ａ、１４
９Ｂは、後述の第２リンク部材１０３及び第３リンク部材１１３を後述の第１リンク部材
９３のスライド方向に並んで所定間隔離れて取り付け可能に形成されている。
【００３６】
　前記ソレノイド８６は、ソレノイド本体８７と、前記ソレノイド本体８７からスライド
で前進後退可能なプランジャ８８とよりなる。本実施例における前記ソレノイド８６は、
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前記ソレノイド本体８７に電磁コイルが収納され、前記電磁コイルに電源が供給されるこ
とで発生する磁気作用により、前記プランジャ８８が前進方向へ突出した状態から作動し
て後退方向へスライドし、それによって前記プランジャ８８がソレノイド本体８７へ少な
くとも一部収納された状態となる。前記プランジャ８６は、電気的駆動源の作動部に相当
する。前記プランジャ８８の先端と前記ソレノイド本体８７との間には、図９に示すよう
に、前記プランジャ（作動部）８８を前記作動時の収納状態とは反対側の突出方向へ付勢
するバネ部材８９が付勢手段として圧縮した状態で設けられ、前記ソレノイド８６の非作
動時には前記プランジャ８８をバネ部材８９の復元力によって前進方向へ突出した状態に
保持している。前記ソレノイド８６の作動時には、前記バネ部材８９の付勢力（復元力）
に抗して前記プランジャ８８を後退方向へスライドする。前記バネ部材８９は、本実施例
ではコイルスプリングからなる。
【００３７】
　前記リンク部材９１は、前記ソレノイド（電気的駆動源）８６の駆動力を前記開閉扉６
３に伝達する部材であり、本実施例では、前記ソレノイド８６のプランジャ（作動部）８
８のスライドを、前記プランジャ８８のスライド方向に対して直交する前記開閉扉６３の
スライド方向へ駆動力を変換するものであり、具体的には、前記プランジャ８７のスライ
ドを、前記リンク部材９１において前記開閉扉６３の開閉扉側接続部６５Ａ，６５Ｂと接
続される後述の両側接続部が、前記開閉扉６３の閉鎖位置６３ｂ側あるいは開放位置６３
ａ側へ移動するように変換するものである。
【００３８】
　前記リンク部材９１は、第１リンク部材９３、第２リンク部材１０３及び第３リンク部
材１１３からなる。
　前記第１リンク部材９３は、前記ソレノイド８６のプランジャ（作動部）８８のスライ
ド方向と同じ方向（本実施例では左右の水平方向）にスライド移動するリンク部材であり
、プランジャ係止部９４と本体部９８とよりなる。前記プランジャ係止部９４は、前記プ
ランジャ８８の先端が係止される部分であり、本実施例では前記プランジャ８８の先端拡
大部（図４に示す符号８８ａの部分）を挿入係止可能な溝がプランジャ側に形成されたほ
ぼ方形の板形状からなる。
【００３９】
　一方、前記第１リンク部材９３の本体部９８は、前記プランジャ係止部９４におけるプ
ランジャ側とは反対側の面に垂直に水平方向へ形成された角棒状からなる。前記本体部９
８の上面には所定間隔でピン用係止溝９９Ａ、９９Ｂが遊技機の前後方向に形成されてい
る。図６に示すように、前記本体部９８の先端側のピン用係止溝９９Ａは、該ピン用係止
溝９９Ａの両側に立設されたリブ９９０Ａ、９９１Ａ間で構成され、他方の基部側のピン
用係止溝９９Ｂは、該ピン用係止溝９９Ｂの両側に立設されたリブ９９０Ｂ、９９１Ｂ間
で構成されている。前記ピン用係止溝９９Ａ、９９Ｂの間隔は、前記ピン用係止溝９９Ａ
、９９Ｂに下端が係止される第２リンク部材１０３と第３リンク部材１１３が、互いにぶ
つからない間隔とされる。
【００４０】
　前記第２リンク部材１０３と第３リンク部材１１３は、前記第１リンク部材９３に係合
して第１リンク部材９３のスライドに従って回動する部材である。前記第２リンク部材１
０３と第３リンク部材１１３は、図６に示すように、それぞれほぼ楕円形状をした板状の
基体１０４、１１４の大径側部分１０５、１１５における上下面に回動用の軸部１０７、
１１７が上下一直線となるように上下に突出して形成され、また、前記基体１０４、１１
４の大径側部分１０５、１１５の下面には、図７に示すように第１リンク部材９３との係
止ピン１０８、１１８が突出形成されると共に、前記基体１０４、１１４の大径側部分１
０５、１１５とは反対側の小径側部分１０６、１１６（図６に示す）の上面に開閉扉係止
ピン１０９、１１９が垂直に突出形成され、前記基体１０４、１１４における大径側部分
１０５、１１５と小径側部分１０６、１１６との間における下面に移動規制部１１１、１
２１が突起状に突出形成されている。前記開閉扉係止ピン１０９、１１９は、本発明にお
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いて前記開閉扉６３の中心６４を挟んだ両側に少なくとも接続される両側接続部及び前記
開閉扉６３と係合する係合部に相当する。
【００４１】
　前記第２リンク部材１０３と第３リンク部材１１３は、前記開閉扉係止ピン１０９、１
１９が前記開閉扉６３の開閉扉側接続部６５Ａ，６５Ｂに挿入係止されて回動可能とされ
、その状態で前記開閉扉６３が前記駆動手段収納ケース１４１の開閉扉収納部１４２に挿
入され、前記第２リンク部材１０３と第３リンク部材１１３の軸部１０７、１１７が前記
駆動手段収納ケース１４１の上側軸部保持部１４４Ａ、１４４Ｂと下側軸部保持部１４９
Ａ、１４９Ｂに挿入される。その際、前記開閉扉６３のスライドガイド部６７Ａ、６７Ｂ
が、前記駆動手段収納ケース１４１のスライドガイド溝１４６Ａ、１４６Ｂに挿入される
と共に、前記駆動手段収納ケース１４１における開閉扉の係止ピン挿入用スリット１４７
Ａ、１４７Ｂに、記第２リンク部材１０３と第３リンク部材１１３における前記開閉扉係
止ピン１０９、１１９の前記開閉扉６３より下側の部分が挿入される。
【００４２】
　また、前記ソレノイド８６のプランジャ８８の先端に前記第１リンク部材９３のプラン
ジャ係止部９４が係止され、その状態で前記ソレノイド８６と前記第１リンク部材９３が
前記駆動手段収納ケース１４１のソレノイド及びリンク部材収納部１４５に挿入され、そ
の際に前記第１リンク部材９３のピン用係止溝９９Ａ、９９Ｂに、前記第２リンク部材１
０３と第３リンク部材１１３における基体１０４、１１４の下面に形成されている第１リ
ンク部材との係止ピン１０８、１１８が挿入係止される。これによって前記駆動手段８５
の組み付けが完了する。
【００４３】
　その後、前記駆動手段収納ケース１４１の背面に背面カバー１５１がネジ等で固定され
、前記背面カバー１５１によって、前記駆動手段収納ケース１４１における前記スライド
ガイド溝１４６Ａ、１４６Ｂ、前記開閉扉の係止ピン挿入用スリット１４７Ａ、１４７Ｂ
、前記上側軸部保持部１４４Ａ、１４４Ｂと下側軸部保持部１４９Ａ、１４９Ｂの開口端
が、それぞれ前記駆動手段収納ケース１４１の背面側で塞がれ、前記リンク部材９１が駆
動手段収納ケース１４１に保持される。
【００４４】
　前記組み付けによって、前記第２リンク部材１０３と第３リンク部材１１３は、前記第
１リンク部材９３のスライド方向に所定間隔空けて配置され、また前記ソレノイド８６の
プランジャ（作動部）８８のスライド方向とは直交する前記軸部１０７、１１７によって
前記軸部１０７、１１７の周りに回動可能に軸支され、前記開閉扉６３と係合する開閉扉
係止ピン（両側接続部及び開閉扉６３と係合する係合部）１０９、１１９が前記軸部１０
７、１１７から離れた位置にあり、前記第２リンク部材１０３と第３リンク部材１１３の
回動によって前記開閉扉６３を前記閉鎖位置と開放位置とにスライド移動可能になる。
【００４５】
　前記駆動手段８５による開閉扉６３の前記開放位置と閉鎖位置のスライド移動は次のよ
うにして行われる。
　図９の非作動時に示すように、前記ソレノイド８６の非作動時には、前記バネ部材８９
による付勢で前記プランジャ８８が第１リンク部材９３と共にソレノイド８６の前方（遊
技盤２の前面と平行な方向）へ突出した状態となり、前記第１リンク部材９３と係合して
いる前記第２リンク部材１０３及び第３リンク部材１１３の開閉扉係止ピン１０９、１１
９（両側接続部）と接続（係合）されている前記開閉扉６３が、遊技盤の前方（遊技者側
）へ突出した前記閉鎖位置（図２の６３ａの位置）となり、前記大入賞口６１を閉鎖する
。なお、本実施例では、前記開閉扉６３の閉鎖位置、すなわち前記プランジャ８８が突出
した状態においては、前記第２リンク部材１０３及び第３リンク部材１１３の開閉扉係止
ピン１０９、１１９（両側接続部）と前記軸部１０７、１１７を結ぶ直線Ｌと、前記軸部
１０７、１１７を通るプランジャ８８の突出方向（第１リンク部材９３のスライド方向）
との角度θが０度より大、９０度未満となるように、前記第１リンク部材９３、第２リン
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ク部材１０３、第３リンク部材１１３及び開閉扉６３の係合状態が設定されている。
【００４６】
　また、非作動時のプランジャ８８が突出した状態では、前記第１リンク部材９３の本体
部９８に対して前記第２リンク部材１０３及び第３リンク部材１１３の移動規制部１１１
、１２１が遊技機の前方側（遊技盤側）に位置し、かつ前記第２リンク部材１０３の移動
規制部１１１が前記第１リンク部材９３のピン用係止溝９９Ａにおけるプランジャ突出方
向側のリブ９９０Ａの遊技機前方側端部に当接またはほぼ当接した位置となると共に、前
記第３リンク部材１１３の移動規制部１２１が前記第１リンク部材９３のピン用係止溝９
９Ｂにおけるプランジャ突出方向側のリブ９９０Ｂの遊技機前方側端部に当接またはほぼ
当接した位置となるように、前記第１リンク部材９３、第２リンク部材１０３、第３リン
ク部材１１３及び開閉扉６３の係合状態が設定されている。
【００４７】
　さらに、前記第１リンク部材９３のピン用係止溝９９Ａの両側に位置するリブ９９０Ａ
、９９１Ａ間の間隔、すなわちピン用係止溝９９Ａの溝幅は、前記ピン用係止溝９９Ａに
挿入係止される第２リンク部材１０３の係止ピン１０８の径及び第２リンク部材１０３の
移動規制部１１１の厚みよりも大に設定され、非作動時に、前記ピン用係止溝９９Ａ内に
おけるソレノイド８６側寄りに第２リンク部材１０３の係止ピン１０８が位置し、前記係
止ピン１０８が前記プランジャ突出方向側のリブ９９０Ａから離れた位置となるように構
成されている。一方、前記第１リンク部材９３のピン用係止溝９９Ｂの両側に位置するリ
ブ９９０Ｂ、９９１Ｂ間の間隔、すなわちピン用係止溝９９Ｂの溝幅は、前記ピン用係止
溝９９Ｂに挿入係止される第３リンク部材１１３の係止ピン１１８の径及び第３リンク部
材１１３の移動規制部１２１の厚みよりも大に設定され、非作動時に、前記ピン用係止溝
９９Ｂ内におけるソレノイド８６側寄りに第３リンク部材１１３の係止ピン１１８が位置
し、前記第３リンク部材１１３の係止ピン１１８が前記プランジャ突出方向側のリブ９９
０Ｂから離れた位置となるように構成されている。
【００４８】
　前記非作動時に、前記開閉扉６３に前記大入賞口６１を開放させる開放位置へ移動させ
る外力Ｆが加えられた場合、前記開閉扉６３と接続している前記第２リンク部材１０３及
び第３リンク部材１１３が前記軸部１０７、１１７を中心として前記角度θを小さくする
Ｒの方向へ回動しようとする。しかし、前記第２リンク部材１０３及び第３リンク部材１
１３に形成されている移動規制部１１１、１２１が、前記第１リンク部材９３に形成され
ている前記ピン用係止溝９９Ａ、９９Ｂの片側のリブ９９０Ａ、９９０Ｂの遊技機前方側
端部と当接して前記第２リンク部材１０３及び第３リンク部材１１３のＲ方向への回動が
妨げられ、前記開閉扉６３が前記開放位置へ移動して大入賞口６１が開放されるのが規制
、阻止される。
【００４９】
　一方、前記ソレノイド８６が作動すると、図９の作動時に示すように、前記プランジャ
８８が前記第１リンク部材９３と共にソレノイド８６側の後方へスライド移動し、それに
よって前記第１リンク部材９３の前記ピン用係止溝９９Ａの前記プランジャ突出方向側の
リブ９９０Ａと、前記ピン用係止溝９９Ｂの前記プランジャ突出方向側のリブ９９０Ｂが
前記非作動時の位置からソレノイド８６側に移動し、前記ピン用係止溝９９Ａのプランジ
ャ突出方向側のリブ９９０Ａが、それまでの第２リンク部材１０３の移動規制部１１１に
当接あるいはほぼ当接した位置からソレノイド８６側へ移動して第２リンク部材１０３の
移動規制部１１１から離れると共に、前記ピン用係止溝９９Ｂのプランジャ突出方向側の
リブ９９０Ｂが、それまでの第３リンク部材１１３の移動規制部１２１に当接あるいはほ
ぼ当接した位置からソレノイド８６側へ移動して第３リンク部材１１３の移動規制部１２
１から離れた状態となり、前記第２リンク部材１０３及び第３リンク部材１１３の回動規
制が解除される。そして、前記第１リンク部材９３と係合している第２リンク部材１０３
及び第３リンク部材１１３がＲ１方向（前記非作動時における回動方向Ｒと同一方向）へ
回動し、前記第２リンク部材１０３及び第３リンク部材１１３の前記開閉扉係止ピン（両
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側接続部及び開閉扉６３と係合する係合部）１０９、１１９が、前記開閉扉６３と共に遊
技機の後方側へスライド始動して開閉扉６３が前記閉鎖位置へ移動し、前記大入賞口６１
が開放される。
【００５０】
　その後に前記ソレノイド８６が非作動状態にされると、再び前記バネ部材８９による付
勢で前記プランジャ８８が第１リンク部材９３と共に前方へ突出した状態となり、前記第
１リンク部材９３と係合している前記第２リンク部材１０３及び第３リンク部材１１３の
開閉扉係止ピン１０９、１１９（両側接続部）と接続されている前記開閉扉６３が、遊技
盤の前方（遊技者側）へ突出した閉鎖位置となり、前記大入賞口６１を閉鎖する。
【００５１】
　前記開閉扉６３が開放位置あるいは閉鎖位置へ移動する際、前記開閉扉６３は中心の両
側の両側接続部に前記第２リンク部材１０３及び第３リンク部材１１３の回動による駆動
力が加わるため、前記開閉扉６３がねじれることなくスムーズにスライドすることができ
る。
【００５２】
　前記発射装置５５は、操作レバー５６の操作により駆動する発射モータを裏側に有し、
該発射モータの駆動により遊技球を弾発発射するようになっている。前記発射装置５５に
より発射された遊技球は、前記遊技盤２の表面に立設された内側誘導レール４と外側誘導
レール３間で構成される発射球誘導路を介して遊技領域６に誘導される。前記遊技領域６
に誘導された遊技球は、転動しつつ下方へ落下し、前記各装置及び各入賞口に入賞するか
、或いは何処にも入賞しなければ前記アウト口４９から遊技盤２の裏側へ排出される。
【００５３】
　前記遊技機１の裏側には、複数の制御基板や装置等が設けられ、遊技の制御を行ってい
る。制御基板の主なものとして、主制御基板、サブ制御基板、表示制御基板、音声制御基
板、払出制御基板、電源基板、発射制御基板等がある。なお、各制御基板は本発明の特徴
ではないため、簡略に説明する。
【００５４】
　主制御基板（主制御回路）は、遊技情報に従って遊技を制御し、ＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯ
Ｍおよび複数のカウンタを備えたマイクロコンピュータを少なくとも備え、サブ制御基板
、払出制御基板と接続され、また前記始動入賞口４２や大入賞口６１の駆動手段等と接続
されている。前記主制御基板のＣＰＵは制御プログラムを実行して遊技情報に従って遊技
に関わる主制御を行う。遊技情報は、前記入賞装置への入賞情報や、払出情報、ラウンド
状態等、遊技の進行に必要な情報である。前記主制御基板は電源基板から電源供給を受け
て作動する。
【００５５】
　サブ制御基板は、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、複数のカウンタを備えたマイクロコンピュ
ータと、前記主制御基板とを結ぶ入出力回路と、表示制御基板やランプ中継基板、音声制
御基板とを結ぶ入出力回路を備えている。前記サブ制御基板は、前記主制御基板から出力
された制御信号に従って遊技の制御を行う。本実施例ではサブ制御基板はランプ制御基板
を兼ねている。
【００５６】
　表示制御基板は、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭを備えたマイクロコンピュータと、前記サブ
制御基板を結ぶ入力回路と前記表示装置１０を結ぶ出力回路等で構成され、前記サブ制御
基板から出力される制御信号に基づいて、前記表示装置１０における表示の制御を行う。
【００５７】
　音声制御基板は、前記サブ制御基板から出力される信号により音声信号を合成し、アン
プに出力する。アンプは音声信号を増幅してスピーカ３８に出力する。
【００５８】
　払出制御基板は、前記主制御基板と接続され、前記主制御基板から出力される制御信号
を受信して遊技球の払出装置を制御する。前記払出制御基板は電源基板から供給される電
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源によって作動する。
【００５９】
　電源基板は、遊技機１の外部より供給される主電源から遊技機１に適する所定電圧の遊
技機用電源を生成して主制御基板やサブ制御基板、払出制御基板等に供給するものであり
、電源装置に相当する。前記主電源は、遊技店側で所要の電圧、本実施例では直流（ＡＣ
）２４Ｖに変換されて供給される。
　発射制御基板は、前記発射装置５５における発射モータの制御を行う。
【００６０】
　遊技機１における遊技について簡略に説明する。前記大入賞口６１は、前記ソレノイド
８６が非作動状態時に前記開閉扉６３が閉鎖位置にあって遊技球が入球困難な閉鎖状態と
なっている。前記遊技領域６へ向けて発射装置５５により発射された遊技球が、前記種々
の入賞口に入賞すると入賞口に応じた所定数の遊技球が賞球として上側球受け皿３６に払
い出される。また、前記普通図柄変動開始用ゲート５７を遊技球が通過すると、前記普通
図柄表示部５０で普通図柄が変動を開始し、所定時間変動後に停止する。その際、普通図
柄の当たり判定結果が小当たりの場合には、前記始動入賞口４２の２つの可動片４２ａ，
４２ｂが略垂直で入賞困難な閉状態から略Ｖ字形（逆ハの字形）の入賞可能な開状態に変
化する。前記始動入賞口４２に遊技球が入賞（入球）すると、所定数の遊技球が賞球とし
て払い出される。
【００６１】
　また、前記始動入賞口４２に遊技球が入賞すると、前記表示装置１０で特別図柄の変動
表示が開始される。所定時間変動後、前記表示装置１０で特別図柄が停止表示される。そ
の際、外れの場合には前記特別図柄表示部１１に左特別図柄、中特別図柄、右特別図柄が
外れ図柄組み合わせ（ぞろ目以外の状態）で停止し、大当たり遊技（特別遊技）に移行す
ることなく、前記ソレノイド８６の非作動状態が維持され、前記開閉扉６３が閉鎖位置に
あって大入賞口６１の閉鎖状態が維持される。
【００６２】
　一方、当否判定結果が大当たりの場合には、前記表示装置１０に左特別図柄、中特別図
柄、右特別図柄が大当たり図柄組み合わせ（本実施例ではぞろ目）で停止し、大当たり遊
技（特別遊技）に移行する。
【００６３】
　大当たり遊技（特別遊技）状態になると、前記ソレノイド８６が作動して、前記開閉扉
６３が閉鎖位置から開放位置へスライド移動し、前記大入賞口６１が開放状態となって、
遊技領域６の表面を流下してくる遊技球が大入賞口６１へ入賞可能となる。前記大入賞口
６１への入賞があると、所定数の遊技球が賞球として払い出される。前記ソレノイド８６
は、所定時間（例えば１５秒）経過後、或いは入賞球数が所定個数（例えば１０個）とな
った時点で非作動となり、前記開閉扉６３が前記バネ部材８９の付勢によって閉鎖位置へ
スライド移動し、大入賞口６１が遊技球の入球困難な閉鎖状態となる。また、前記ソレノ
イド８６の作動は１５ラウンド（１５回）行われ、前記開閉扉６３の閉鎖位置及び開放位
置へのスライド移動が繰り返される。
　本実施例を概念化すると以下のようになる。
　（１）開口部と、
　前記開口部を覆って閉鎖する閉鎖位置と前記開口部を開放する開放位置とに移動する開
閉扉と、
　前記開閉扉を移動させる駆動手段と、
を備えた遊技機において、
　前記開閉扉は、前記閉鎖位置と前記開放位置間をスライド移動可能に構成され、
　前記駆動手段は、電気的に作動する電気的駆動源と、前記電気的駆動源の駆動力を前記
開閉扉に伝達するリンク部材とで構成され、
　前記リンク部材は、前記開閉扉の中心を挟んだ両側に少なくとも接続される両側接続部
を備え、
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　前記電気的駆動源が作動すると前記両側接続部が前記開閉扉と共に移動することを特徴
とする遊技機。
　（２）前記開口部は遊技球の入球可能な入賞口からなり、
　前記開口部を覆って閉鎖する閉鎖位置は、前記入賞口へ遊技球が入球困難な閉鎖位置で
あり、
　前記開口部を開放する開放位置は、前記閉鎖位置よりも遊技球が入球し易い開放位置で
あることを特徴とする（１）に記載の遊技機。
　（３）前記電気的駆動源は、電気的作動によってスライド移動する作動部を備え、前記
作動部のスライド方向と前記開閉扉のスライド方向が直交するように配置され、
　前記リンク部材は、前記作動部のスライドを前記両側接続部の前記閉鎖位置側あるいは
前記開放位置側への移動に変換することを特徴とする（１）又は（２）に記載の遊技機。
　（４）前記電気的駆動源は、前記作動部が作動時とは反対側の方向へ付勢されていると
共に、作動によって前記作動部を前記付勢力に抗してスライド移動させ、
　前記リンク部材は、前記電気的駆動源の非作動時に前記開閉扉を前記閉鎖位置に移動さ
せた状態で保持すると共に、前記電気的駆動源の非作動時に前記開閉扉を前記開放位置へ
移動させる外力が前記開閉扉に加えられた際に前記開閉扉が前記開放位置へ移動するのを
規制する移動規制部を有することを特徴とする（３）に記載の遊技機。
　（５）前記リンク部材は、前記作動部に接続されて作動部のスライド方向と同じ方向に
スライドする第１リンク部材と、前記第１リンク部材に係合して前記第１リンク部材のス
ライドに従って回動する第２リンク部材及び第３リンク部材とで構成され、
　前記第２リンク部材と前記第３リンク部材は、前記第１リンク部材のスライド方向に並
んで所定間隔空けて配置され、前記作動部のスライド方向とは直交する軸部によって前記
軸部の周りに回動可能に軸支されると共に、前記開閉扉と係合する係合部が前記軸部から
離れた前記第２リンク部材と前記第３リンク部材の位置にそれぞれ設けられ、前記第２リ
ンク部材と前記第３リンク部材の回動によって前記開閉扉を前記閉鎖位置と前記開放位置
とにスライド移動させることを特徴とする（４）に記載の遊技機。
（６）前記電気的駆動源は、ソレノイド本体と前記ソレノイド本体から前進後退可能なプ
ランジャとよりなるソレノイドで構成されて前記作動部が前記プランジャからなり、
　前記リンク部材は、前記プランジャに接続されてプランジャのスライド方向と同じ方向
にスライドする第１リンク部材と、前記第１リンク部材に係合して前記第１リンク部材の
スライドに従って回動する第２リンク部材及び第３リンク部材とで構成され、
　前記第２リンク部材と前記第３リンク部材は、前記第１リンク部材のスライド方向に並
んで所定間隔空けて配置され、前記プランジャのスライド方向とは直交する軸部によって
前記軸部の周りに回動可能に軸支されると共に、前記開閉扉と係合する係合部が前記軸部
から離れた位置に設けられ、前記第２リンク部材と前記第３リンク部材の回動によって前
記開閉扉を前記閉鎖位置と前記開放位置とにスライド移動させることを特徴とする（４）
に記載の遊技機。
　（７）前記ソレノイドの非作動時には、前記プランジャが前記ソレノイド本体に対して
前進方向の突出状態に付勢されて前記第１リンク部材を前記プランジャの前進方向に保持
することにより、前記第２及び第３リンク部材を前記開閉扉が前記閉鎖位置となるように
保持し、
　前記ソレノイドの作動時には、前記プランジャが前記ソレノイド本体へ収納される後退
方向にスライド移動し、前記第１リンク部材を前記ソレノイド本体側の方向へ移動させて
前記第２及び第３リンク部材を回動させることにより前記開閉扉を前記開放位置へ移動さ
せ、
　前記第２リンク部材と前記第３リンク部材の少なくとも一方には前記移動規制部が設け
られ、
　前記移動規制部は、前記ソレノイドの非作動時に前記開閉扉に前記開放位置方向へ外力
が加えられた際に、前記第１リンク部材と当接することにより、前記第２リンク部材と前
記第３リンク部材のうち前記移動規制部が設けられているリンク部材の回動を阻止して前
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記開閉扉が前記開放位置方向へ移動するのを規制することを特徴とする（６）に記載の遊
技機。
【００６４】
　本実施例は、上記（１）～（７）により、以下の効果を奏する。
　（１）によれば、駆動手段が開閉扉の中心の両側に力を加えて開閉扉をスライドさせる
ことが可能となり、開閉扉の一箇所に力を加えて開閉扉をスライドさせるのと比べて開閉
扉のねじれの発生を抑え、開閉扉のスライド動作をスムーズに行うことが可能となる。
　（２）によれば、入賞口へ遊技球が入球困難な閉鎖位置と閉鎖位置よりも遊技球が入球
し易い開放位置とに開閉扉をスライド移動させる際に、開閉扉の中心の両側に力を加えて
開閉扉をスライドさせることが可能となり、開閉扉の一箇所に力を加えて開閉扉をスライ
ドさせるのと比べて開閉扉のねじれの発生を抑え、開閉扉のスライド動作をスムーズに行
うことが可能となり、遊技の興趣を損なうおそれを低減することが可能となる。
　（３）によれば、電気的駆動源の作動部が開閉扉のスライド方向に並んで配置されるこ
とにより配置スペースが大きくなる不具合を防止することが可能になり、開閉動作の機構
部をコンパクトに配置することが可能になる。
　（４）によれば、開閉扉が正規に開放位置へ移動されない場合に不正によって開閉扉が
開放位置へ移動されることを防止することが可能になる。
　（５）及び（６）によれば、作動部材の移動を作動部材の移動方向とは直交する開閉扉
の開閉方向の移動に少ないリンク部材で変換することが可能となる。
　（７）によれば、不正に開閉扉を開放させるような外力が働いた際に開閉扉が開放され
る不正を防止することが可能となり、しかも移動規制部をリンク部材に設けたことで、開
閉扉の不正な開放をよりコンパクトな構成で防止することが可能となる。
　本発明によれば、駆動手段が開閉扉の中心の両側に力を加えて開閉扉をスライドさせる
ことが可能となり、開閉扉の一箇所に力を加えて開閉扉をスライドさせるのと比べて開閉
扉のねじれの発生を抑え、開閉扉のスライド動作をスムーズに行うことが可能となる。
【００６５】
　本発明は、前記実施例に限定されるものではなく、発明の趣旨を逸脱しない範囲で変更
可能である。例えば、前記実施例では移動規制部を第２リンク部材と第３リンク部材の両
方に設けたが、何れか一方に設けてもよい。また、前記実施例では、開閉扉は遊技盤の前
後方向へスライド移動する例を示したが、それに限定されることなく、例えば、開口部を
遊技盤の前方へ向けて開口した構成にすると共に、開閉扉を遊技盤の表面と平行にスライ
ド移動可能にして開口部の閉鎖位置と開放位置間を移動するようにしてもよい。
【００６６】
　また、本実施例では開閉扉の一端側（遊技機背面側）の端部において中心より等間隔離
れた２点で第２、第３リンク部材と係合しているが、端部に限らず、開閉扉に均等に第２
、第３リンク部材が開閉扉に力を加えられれば良く、例えば開閉扉の遊技機前面側の端部
であっても良いし、開閉扉の上面等であってもよい。
【００６７】
　また、本実施例では開閉扉が開閉する入賞口は大当りした際の大入賞口としたが、それ
に限らず、遊技球が入賞することで演出上の特典（例えば、液晶で表示されるアイテムを
得られたり、現在の遊技状態（通常確率か確変遊技状態か等）を報知しない遊技機におい
て入賞口に入賞する事に基づいて報知するようにしたりする特典）が得られる入賞口であ
ってもよい。
【００６８】
　さらに、本発明はパチンコ遊技機に限られず、開口部を開閉扉で開閉する構成を有する
遊技機に適用することが可能である。
【符号の説明】
【００６９】
　　　１　遊技機
　　　２　遊技盤
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　　１０　表示装置
　　６１　大入賞口
　　６３　開閉扉
　　８５　駆動手段
　　８６ソレノイド
　　８８　プランジャ
　　８９　バネ部材
　　９１　リンク部材
　　９３　第１リンク部材
　１０３　第２リンク部材
　１０７　第２リンク部材の軸部
　１１１　第２リンク部材の移動規制部
　１１３　第３リンク部材
　１１７　第３リンク部材の軸部
　１２１　第３リンク部材の移動規制部

【図１】 【図２】

【図３】
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